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バラモミ節樹木の現在の分布と最終氷期以後の分布変遷

HiroyukiNote*，SusumuOkitsu*＊andArataMomohara**：

PresentDistributionofHcgasect.〃ceaFarjon

andDistributionChangessincetheLastGlacialAgeinJapa、

要旨本州のトウヒ属バラモミ節は，最終氷期最盛期に分布拡大して，晩氷期以降現在までに分布縮小した。その
分布縮小過程を検討するために，ｌ)バラモミ節の現在における分布環境(水平分布，温度分布，祇雪分布，混交樹種，
分布量)，２)最終氷期以降のパラモミ節球果の形態変化を既存資料から整理した。対象樹種は，最終氷期最盛期の堆積
物から化石記録があるイラモミ，ヤツガタケトウ上，ヒメバラモミ，アカエゾマツの４種である。本州に分布するパ
ラモミ節４種は，水平分布範囲が異なるが，いずれも年平均最深積雪深150ｃｍ以下の寡雪山岳でなおかつ暖かさの指
数４１から４５の温度域に分布の中心をもつ。混交樹種と分布蛙から生育立地を検討した結果，これら４種の分布域は，
植生帯を優占するオオシラビソ，シラベとブナの分布空白域にあたり，コメツガが優占する岩塊地に点在しているこ

とが多い。現在の本州におけるバラモミ節４種の隔離分布は，晩氷期以降の温暖・多雪化とそれに伴うオオシラビソ

などの亜高山針葉樹類ヅプナの分布拡大によって生じたと考えられる。最終氷期最慮期の本州の低地には，現生バラ
モミ節４種の共通の祖先と考えられるバラモミ節個体群が広く連続的に分布したのが，晩氷期以降の原個体群の分

断・縮小とそれに伴う形態変化によって現生バラモミ節４種が生じたと考えられる。
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１．はじめに

日本のトウヒ展バラモミ節Ｐ花”ｓect・PiceaFarjon

は，最終氷期最盛期（35,000-15,000年前）には，Ｈ本列

島に広く分布し(相馬・辻，１９８７；Suzuki，1991)，なお

かつ低地林の優占種であったと考えられる（辻ばか，

１９８４；辻，１９８７；鈴木・Ｉ'了川，1995)。しかし，現在では、

その構成要素で､あったイラモミＰ/“ααﾉco9"”"αCarr.，

ヤシガタケトウヒＰ・kQyα"”Shirasawa，ヒメバラモミ

Ｒ〃z(zx”0z(ﾉﾉcz〃RegelexMast.，アカエソぐマツＰＬ

ｇﾙﾙ"〃Mast､の４肺（相馬・辻，1987）は，北海道や本

州''I部'11岳などに散在するにすぎない（林，1960)。

現在の１１本の械生の成立過秘をlﾘlらかにするために

は，現在優勢な柿群の分ｲlj拡大過秘だけではなく，バラ

モミ節のような過去に優勢であった種鮮の分ｲlj縮小過程
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についても検討する必要がある。呪在の柿生椛で催,I1す

るオオシラピソＡ６/ｅｓ〃j"唯s〃Mast．（化１９８２；辻ほ

か．１９８３；守IⅡ、1984,1985a，1987,1992；杉ｌＨ，１９９０；

Sugital992)やブナRZgIfsc〃"α”Blume(安川，１９７８；

辻ばか、１９８３；塚111,1987；守111,1992）については．

現在の分布環境が十分に整理されており，これに雄づい

て後氷期における分布拡大過程がよく検討されている。

ところが，バラモミ節の雌終氷期以降の分ｲii縮小過稗を

検討した研究例はない。

この原因の一つには，バラモミ節の現在における分布

が未整理のままであることがあげられる。バラモミ節の

分布縮小過程を検討するためには，分布縮小の結果であ

る現在の分布を１－分に把握し，分布の制限要|AIをIIjlらか

にしておく必要がある。

もう一つの原lkIには，バラモミ節の形態変災に側する

検討が不十分であることがあげられる。最終氷期雌慌期

の堆積物から産川するバラモミ節化７fi球果には，現生す

る４種のほかに，絶滅種のトミザワトウヒノ淀“/0加吃α‐

z”g"sjsSuzuki、コウシントウヒＲＰんis/0“ααzSuzu‐

ki･ヒメマツハダ近似柿Ｐ、Ｃｆ.ｓ〃ims“'“Hayashiと

されるものがある（＃j木，１９８７；Suzuki，1991)。他方，

絶滅種の一部は呪生アカエゾマツの変異に含まれるとす

る指摘（小西・鈴木，1997）や化ｲi球呆をある特定のバ

ラモミ節極に|両l定することはできないとする愈兄(吉川，

１９９５；鈴木・古川，1995）がある。しかし，これらの研

究は，バラモミ節全体の変災を十分に考慮したものとは

いえず．検討が不|･分である。バラモミ節の分nj縮小過

程を検討するためには，球果形態に基づいた秘の分顛が

繋理されていることが前提となる｡したがって,バラモ

ミ節の球果形態の変災やその変化についても盤叩してお

く必要がある。

本報は，まず、ｌ）イラモミ．ヤツガタケトウ上．ヒメ

バラモミ，アカエゾマツの現在における分ｲij(水平分布，

温度分布、積雪分布，混交樹種，分布壁)，２)岐終氷期以

降のバラモミ節球果の形態変遷，を既存資料から解析す

る。つぎに、共存優IIi樹樋の分布や0:地条件を整瑚し．

現在におけるバラモミ節の分布制限要|火lをIﾘlらかにす

る。最後に．現在の分布と球果形態の変遷をふまえ，バ

ラモミ節の鹸終氷期雌膿期以降の分布変遷を慨脱する。

本報をまとめるにあたり，有益なご助言と励ましをい

ただいた電力I|'央研究所我係子研究所の製本典博士．

横浜国立大学環境科学研究センターの脇野光而l博士に厚

く御礼申し上げる。

2．資料解析

現生バラモミ節の仰の分顛は，ヒメマツハタ、/死g〃

αﾉCO(/"〃"αvar．αｃｉａ血γ応Fitsch、を除いて，Farjon

(1990）に従った。ヒメマツハタ翻とヤツガタケトウ上は，

形態的な差がほとんどなく（清水、1992)，アロザイム遺

伝子の組成にも差がない（勝木ばか，1995）ため，近年

では同種とされる見解が多い（清水，１９９２；勝木ほか，

１９９５；小西・鈴木、1997)。したがって，本報で､も，ヒメ

マツハダはヤツガタケトウ上とlil一価として扱った。ま

た，本報は秘のレベルで議論を進めるため，変種のシラ

ネマツハタ゚ Ｒａ此092”"αvar．γE/ﾙLxzzFitsch.とアズサ

バラモミ只加axi》"OzUiczがvar．ｓg"α"g"sisHayashiは

母種と一括して扱った。

ｎ本産現生バラモミ節には，上記４種のほかに，ハリ

モミＲ／0ｍ"OKoehneが含まれる。しかし．最終氷期

におけるハリモミの化石球果は．妓終氷期最盛期の地)Ｗ

からは雌出せず，その時期より柵暖であった亜間氷期

(45,000-35,000年前)の地層からのみ産出する（Suzuki，

1991)。ハリモミは,最終氷期雄盛期に分布拡大したバラ

モミ節極群とは異なる分布変遷を総ていると考えられる

ため，今IIJlは解析の対象外とした。

ｌ）現在における分布

現生バラモミ節４種の天然分布に関しては，林(1952,

1954）の詳細な報告がある。この報f17は，日本全'11で

l(),()()０産地以上を収録しており，一つのl｣｣，その一斜liIi，

あるいは継桝区などをひとつの}'１．位として，各産地ごと

樹種ごとに混交樹種，垂直分布範州，出現度(多．梢多

少．稀の４段階評価）を記載している。そこで、本報で

は林（1952,1954）の資料を中心に，補助資料として舗

脇（1943)、林（1951,1960)、Ishizuka（1961)、高橘

(1962)，山崎（1965)，森林立地懇話会（1972)，石塚

(1975)，戸沢（1986)，松田（1989）を加え，バラモミ節

４種の天然分布を整理した。

林(1952,1954)の各産地の垂直分布範囲を１００ｍごと

に区切ったものを，それぞれｌ地点とした。本報では、

産地および地点を単位として，バラモミ節４種の水平分

布、温度分布，積雪分布．混交樹種，分布量を解析した。

脇度分布については，バラモミ節４秘の産地のうち，Ｍｌｉ

高'11柵の広がりが十分な産地（本州''I部では標高2200ｍ

以上,北海道では１０００ｍ以上の頂上標商を有する111僻）

を対象にして．各地点の暖かさの指数ＷＩ（吉良，1948）

を雌寄りの気象観測所の月別平均気批データ(1973-1982

年の１０年間：東洋経済新報社，l983al983b)から推定

した。気柵逓減率は日本全国の平均航である０．６１．℃／

100ｍ（関11,1949）を用いた。積.1;分ｲWに関しては、バ

ラモミ節の分布産地と分布しないIｌｌ（頂上標商のＷＩ１Ｉ''ｉ

が４５未illlliの'１１を対象)を日本地IXl上にう。ロットし，それ

らと年平均岐深積雪深150ｃｍの等深線との関係を検討
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した。混交樹急極については，林（1952,1954）の資料で、

バラモミ節４称との混交樹種として記戦されている樹種

を対象にして，バラモミ節４種の分布地点での混交樹柿

の出現頻度を調べた。分布域に関しては，バラモミ節の

分布地点におけるバラモミ節４種と主要混交樹柿の出現

度別頻度分布を調べた。林（1952,1954）の出現度は，

「多｣，「梢多｣，「少｣，「稀｣の４段階評価であるが，「稀」

の記載が少Xjfいため「稀」を「少」に含めて，「多｣，「桁

多｣，「少」の３段階とした。

２）球果形態の変逃

現生バラモミ節柳の形態（林，１９６０；Fajon，１９９０；

小西･鈴木，1997）と岐終氷期産バラモミ節称の形態（南

木，１９８７；Suzuki，1991）の記載にもとづいて，球果サ

イズ，樋鱗サイズ，種鱗縁辺の形状を柿ごと，時代ごと

に比較した。

3．結果

ｌ）現在における分布

水平分布：バラモミ節４種のうちイラモミ，ヤツガタ

ケトウ上，ヒメバラモミの水平分布は，本州中部山岳地

帯の太1ｆ洋側地域から内陸地域にかけてに限定される

(Fig.１)。３籾全体で､みた場合，北紳３７度線以北および

東経１３７度線以西の山岳には分布しない。さらに本州中

部の''１でも冬季にＨ本海からの季節肌が面接あたる１１本
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の温度城にあたる。

‐一方，北海道のアカエゾマツは，本州のバラモミ節と

同様にＷＩ＝41-45にモード（20.8％）があるが，ＷＩ＝１１

のより冷涼な湿度環境まで分布する。

積雪分布：バラモミ節の分布と年平均最深積雪深

150ｃｍの関係をFig.３に示す。Fig.３でバラモミ節が分

布しない|||としたものは，パラモミ節が分布しない山の

うち，バラモミ節の分布中心柵度城（ＷＩ＝41-45：Ｆｉｇ．

2)を有するものである。すなわち，淵度環境的にはバラ

モミ節が分布可能であるが，現実にはそれらが分布して

いない山である。

本州のバラモミ節の産地は，寡奔地域にほぼ限定され

る。本州のバラモミ節の産地の９６％は年､F均妓深積雪深

150ｃｍ以下の地域にあり，産地のうち150ｃｍをこえる

地域に位侭するのは飛騨山脈の笠ヶ,I7f，栃木県下の黒岩

山のイラモミのわずか２産地で､ある。逆に，バラモミ節

が分布しない本州の山のうち．７２％の111は，年平均最深

海側第一線（鈴木，1952）の朝日山地飯糊11地，越後

111脈，妙高山，飛脚山脈北半部，両白山地などにも分布

しない。最も広く分布するイラモミは，北限を栃木県下

の高原山，南限を締岡県下の岩岳山とし，黒埼１１'南方ｌｌｌ

地、男体山，八溝'１１，関東山地一帯，丹沢山地，御坂山

地，富士'１１，霧ヶ峰周辺，八ヶ岳一帯（西南部を除く），

赤石山脈一帯，木紳'11脈の木曽駒ヶ岳，恵那lll，飛騨山

脈の笠ケ岳に分布する。関東山地南ﾉjの大替薩峠一帯

は，筆者のうち野手が向然分布を確認したものである。

ヤツガタケトウ上は，八ヶ岳西南部の硫就岳からﾘﾘ岳に

かけての一帯，赤ｲi山脈北西部の仙丈ヶ岳、三峰川流域

一帯，青木川上流に分布する。ヒメパラモミは，関東山

地の梓山周辺，霧ヶ峰八ヶ岳西南部の硫黄冊から西岳

にかけての一帯，赤石'11脈北西部の小黒川'11から仙丈ケ

岳，三I峰川流域や11M'二''11にかけての一帯に分布する。こ

れら３種の分布は，赤ｲi山脈北西部の仙丈ヶ舟および三

峰川流域で重なる。

一方，アカエゾマツの水平分布は．本州L'I部に分布す

る３種とは全く異なり，サハリン南部，南千鳥(国後島，

色丹島，択捉島）および北海道全域の低地，’11地に広く

分布するほか(舘脇，１９４３；林，1954)、岩手県下の上I'.池

峰山に隔離分布する（Ishizuka，1961)。産地の水平的広

がりは，アカエゾマツ，イラモミ，ヒメバラモミ，ヤツ

ガタケトウ上の順に広い。

４種の分布地点数と分布最低標高を比較すると，本州

中部に分布するバラモミ節３種はおもに山岳地に隔離分

布するのに対し，北海道のアカエゾマツは、111岳地から

海岸平野まで．広く分布しているために分布が連続的であ

る（Tableｌ)。４種の分ｲIi地点数はアカエゾマツ１３３９地

点，イラモミ３４９地点，ヒメバラモミ５０地点，ヤツガタ

ケトウ上３８地点の'''11で多く，４種の水平分布範|ﾙ|の広が

りを反映している。本州中部産３種の分布雌低標高は，

イラモミが標高700ｍ,ヤツガタケトウ上1450ｍ，ヒメバ

ラモミllOOmである。これに対し，アカエゾマツは，分

布の最低標高が０ｍて､，本州中部産の３穂にくらべて低

標高まで分布する。

温度分布：本州のバラモミ節４種の温度分ｲｉｊの中心

は，いずれもＷＩ＝45℃・month付近にある（Fig.２)。

本州中部に分布するバラモミ節３種のＷＩ分布城は，イ

ラモミＷＩ＝26-80,ヤツガタケトウ上ＷＩ＝36-55,ヒメ

バラモミＷＩ＝36-65である。モードを示すＷＩ城は，イ

ラモミＷＩ＝41-45(出現割合25.4％)，ヤツガタケトウ上

ＷＩ＝41-45(41.0％)，ヒメバラモミＷＩ＝41-45(33.3％）

と，３種で一致する。jiI池峰山(標高1914ｍ)では，アカ

エゾマツは北斜lni'一'１腹の標高lOOO-l200mの範|〃|に限定

して分布し（松川，1989)，この標高城はＷＩｲ１１〔で3９－４６

Ｔａｂｌｃｌ ＮｕｍｂｅｒｏｆｐｏｉｎｔｓｏｆＰｉＲ“ａｓect．〃“aspecies
andtheirlowestdistributionsinJapan（based

onHayashi，1952,1954）

Ｆｉｇ．２ＷＩ（warmthindex）distributionofHc“

α〃09"ね"α，Ｐ・ルqy〔""α/，Ｐ．〃z“""ozwcz〃

ａｎｄＰ．ｇ彫〃"がｉｎJapan（estimatedbasedon

Hayashi，1952,1954）

Ｎｕｍｂｅｒ

ｏｆｐｏｉｎｔ§

ＬＯｗｅＳｔ

ｄｉ§tribution（、）Specie§

５１５３０４５６０７５８５

EstimatedWl(℃･mOnth）

PkP“〃ﾉ〔・けり””α

Ｐ此“Ａ叩ｗ"｡〃
●

腰kP“〃皿Ｗ"”Ｗ“〃

Pjc“ｇﾉ‘ﾙ〃〃

700

1,450

1,100

０

６

〃“α

αﾉcO9“α"ａ

Pfc“

AQya碗ａｉ

①
○
厘
の
』
』
．
。
。
。
学
匡
の
。
』
①
ユ

;（ 控Tl|~'-,-



i郷Ｉ

７

Ｎ
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のシラベＡ６雄〃e"cルガLindl．とはほとんど混交せず，

オオシラピソとは全く混交しない。また，ブナやミズナ

ラＱ郡e”z鱈ｃ?岬況〃Ｂｌｕｍｅなどの山地帯性落葉広葉樹

種とも混交することは少ない。イラモミとの主要混交樹・

種（混交頻度２０％以上）は，コメツガ，ウラジロモミ

Ａ〃9ｓ〃0??”ﾉ”iSSieb,etZucc.，｜､ウヒPicgaノezog"szs

var.〃0"”e"SIiSRehd.，クロベコr7bz”Ｓ如卯恥城Carr・

である。ヤツガタケトウ上との主要混交樹種は，カラマ

ツＬａ？戒たα9?7fLliリゼ”Carr.，ヒメバラモミ，コメツガ，チョ

ウセンゴヨウＰ加況ｓル0γzzjglzsjsSieb，ｅｔＺｕｃｃ.，クロベ

である。ヒメパラモミとの主要混交樹.種は，カラマツ，

コメツガ，ヤツガタケトウ上，イラモミ，トウヒ，チョ

ウセンゴヨウである。早池l峰山のアカエゾマツとの混交

樹･種は，コメツガ，ヒノキアスナロゴソ”oIl)sお伽此z6γzz雌

var,ル072”eMakino，キタゴヨウＰ伽z鱈””魂0ｼ'zzvar・

力g"”ﾉＭＺｚＨｅｎｒｙの針葉樹･が主要なものてゃ，落葉広葉

r客

墓蝋;蝋…磯lｎｄｅｘ４５

●

ノIヘノ

黙

トウヒ属バラモミ節の分布と最終氷期以後の分布変遷（野手啓行ほか）

積雪深150ｃｍをこえる地域に位置する。

これに対し，北海道のアカエゾマツ産地は，年平均最

深積雪深150ｃｍ以下の寡雪地域のほか，150ｃｍをこえ

る札'幌地方，天塩地方，夕張山系，大雪山系西群肱どに

もある。北海道のなかでアカエゾマツが分布していない

山の７４％が年平均最深積雪深150ｃｍをこえる地域にあ

るため，産地全体としては寡雪地域に偏るが，産地の

32％は年平均最深積雪深150ｃｍをこえる地域にある。

混交樹･種：バラモミ節４種との混交樹種とその混交頻

度をＴａｂｌｅ２に示す。混交頻度は，例えばイラモミと混

交するコメツガ乃砂“成りg湾加腕Maxim.の場合，イラ

モミが分布する地点は349地点（Tableｌ参照）あるが，

コメツガはそのうちの276地点，79.3％でイラモミと混

交していることを示している。

本州のバラモミ節４種は，いずれも亜高山帯針葉樹林

の構成要素と混交することが多いが，亜高山性モミ屈種

》
；

○'

２００

／

Ｆｉｇ．３Distributionof淘c“ｓect、Piic“（exceptforP・加7悔卯0）andsnowyregions（based

onHayashi，1952,1954；Ishizuka，１９６１；Yamazaki，１９６５；TheJapaneseSocietyof
ForestEnvironment，1972）
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8.5

Table2Co-existense（％）ｗｉｔｈノ'/(､“ｓect・Ｐｉ“〃speciesinJapan（basedonHayashi，1951,
1952,1954；Takahashi，１９６２；Ishizuka，1975）

＊
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ＡｃｃｏｍＩ９ｍｙｉｍｇ§ID“i“ Ｍｔ．Ⅱ凋y“ｈｉｍｅ Ｈ(Ｄｋｋ&hid⑪

らとiﾐ要混交樹･種（コメッガ，トドマッ，エゾマツ）と

で分布量の比較を行った（Table３)。本州中部のバラモ

ミ節３種は，大半の分布地点で'''１現度｢少｣であり，「多」

であることはほとんどない。出現度「多」を優占林の|｜

安とした場合，これら３種は優占林をほとんど形成しな

いことがわかる。これに対し，コメツガは，「少」と「術

多」であることは少なく，「多」で､あることがほとんどで、

ある。これは，バラモミ節３種が分布する地点にコメツ

ガがilも生すると，ほとんどの場合コメツガ優占林となる

ことを意味する。’1｣.池峰山のアカエソ繍マツも分布量が少

なく，アカエゾマツはコメツガが優,Iiする地域（石塚，

ＳｕｂａｌｐｉｎｅＳｐ“i“
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樹ではナナカマドＳＩﾌγ6"ｓαﾉ"ﾉﾉﾉziWHedl・が混じるのみ

である。

これに対し，北海道のアカエゾマツは，トドマツ

Ａ６ｉｅｓｓａｃﾙα/伽g"sisMast.，エゾマツＰ/c”たzog"slIs

Carr.､タ翻ケカンバＢ〆Mﾙ7ｃγ"ﾉα"がＣｈａｍ．といった亜高

山性樹祁だけで､はなく，’'1地帯性落葉広災棚祁であるシ

ナノキ刀加”0"たａＳｉｍｋ.，ミズナラ，イタヤカエデ

Aceγノ"0"ＯＭａｘｉｍ.，ノ、リギリKt7ﾉ”α"“'た/"ｓ

Ｎａｋａｉ，ウタ、イカンバＢｃ//ｨ〃ﾉ"αjw"zOzWFcz九MＷ〃Regelと

も２０％以上で混交する。

分布並：バラモミ節４郡の優占度を知るために，これ
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Table3Relative(rc(luency（％）ofabundanccclass
（)ｆノグ“〃ｓect．Ｐ/“αspecies，ハノ(gY7か“．

ｓ,[/b/〃，A6i2s”cﾙα""e"ｓＩｓａｎｄノ〕ic“
ノczoe"s/Ｓｉｎｔｈｅｓｔａｎｄｓｗｈｅｒｅ門“αscct・
Ｐｆ“αspeciesoccurinJapan（basedon

Hayashi，1951,1952,1954）

§P“i“
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４８.Ｚ

1975）にわずか５９本（戸沢，1986）が生育しているにす

ぎない。

北海道のアカエゾマツは，分ｲli地点の５１％の地点で出

現度「少」である。これに対し，トドマツとエゾマツの

2種は，「少｣．「jWi多｣，「多｣のllKiで頻度が高くなり，「多」

の割合は約５０％をIIiめる。これは、エゾマツ，トドマツ

の２種は催IIi林を形成しやすい樹祁であるのに対し，ア

カエゾマツはそれらよりも催Ili林をつくることは少ない

ことを示す。しかし，本州''Ｉ部のバラモミ節３柿と比較

すると．北海道のアカエゾマツは，「多｣の割合が３１％と

向く，優占林を形成していることが多い。

２）球果形態の変遷

現生バラモミ節４樋の球果形態の変異は巡統する

(Fig.４)。呪生アカエゾマツの球采は，災さ33.5-

93.1ｍｍ，''1,12.2-25.5ｍｍ，師鱗は長さ10.5-17.6ｍｍ，|脈

8.8-14.3ｍｍで，柿鱗の縁辺は平滑なものから強く波打

つものまである。呪生アカエゾマツの変異は、現在本州

''Ｉ部に分布するバラモミ節３樋の変異に重なる。

最終氷期産のバラモミ節球采の形態は、連続的である

うえに．呪生アカエゾマツの変災にほぼ含まれる。雌終

氷期産のバラモミ節は，球果全体の形状（'11柱形など)，

砿鱗全体の形状(剛卵形など)，樋鱗の交差斜列などの形

質をみても変災が祁間で連続する(Suzuki、1991)。した

がって，雄終氷期雌盛期の11本列励に分布したバラモミ

節樹木を球果形態から複数師に〆分することは体|雌であ

る。

4．考察

ｌ）現在の本州におけるバラモミ節の分布制限要lkl

本州のバラモミ節の産地は，イド平均雌深械吾!↑深150ｃｍ

以~|､.の寡'Ji･'１１勝にほぼ限られる(Fig.３)。このことから，

冬季の多謝環境がバラモミ節のｲ1.ﾉjな分ｲｌｉ制限要ｌｋｌのひ

とつで､あると考えられる。具体的には，雪層の沈降や術

行による強ﾉjな'－１『圧が飼旬形の樹形をとれない針葉樹頬

の分布制限要ｌｋＩになると推察される（lIu手井、１９５６；イｉ

塚，1978,1987a)。

しかし、アカエソ尋マツは．北海道では年平均岐深ｲ雌'ｆ

深150ｃｍをこえる地域にも分ｲｌｊする（Fig.３)。そのため，

アカエゾマツ''1体は,年平均雌深破密深150ｃｍ程度の柚

､雪量では分ｲWを制限されない樹仰といえる。それにもか

かわらず，本州では150ｃｍをこえる地域には分ｲ|jしな

い。このことは，積雪量以外にも，本州のバラモミ節の

分布をﾉ,ｉ右している要因があることを示唆する。

この推論は、ｉＭ度分布からも災付けられる。北海道の

アカエソ簿マツはＷＩ＝１１の唖高lll柵雌上部まで広く進出

するのに対し，本州のバラモミ節４柿はいずれもＷＩ＝

41-45に災'|'し，北海道のアカエゾマツほどには低iM城

に進出しない（Fig.２)。イラモミ，ヤツガタケトウ上，

アカエゾマツのIiiil凍度には大きな差がない(酒井・倉橋、

1975）のて偶，耐凍度の面からは，イラモミ，ヤツガタケ

トウ上，１１１.池峰Illのアカエゾマツは，北海道のアカエゾ

マツのように1lIi高山帯に広く進''１１できる可能性がある。

しかし,呪災には何らかの原1人'て､ＷＩ＝41-45に分布城が

狭められている．

以上のように本州のバラモミ節の械’'１．分布と棚度分布

が狭められている原因として、他樹柿との競争が考えら

れる。具体的には、本州111岳の‘lli間111帯を優IIiするオオ

シラビソとシラベ、山地帯を優,Ijするブナによって分nｊ

域を狭められていると考えられる。そのことをｌＩｊｌらかに

するために，これら競争樹柿３柿の分布を積'i･’１Ｍ座、

地形と関迎させて終理してみよう。

オオシラビソとブナは，年平均雌深横雪深150ｃｍを

こえる多・j『地域で優勢で，１１本海(!!'1地域や東北地方の111

岳ては優,'i林をつくる(今西、１９３７；商橋，１９６２；藤H'’

1987；野寄･奥;，;i;、１９９０；杉田、１９９０；福嶋ほか，1995)。

これらの多’言Iflll岳では．Iilj称のjF:１１１１:分布はＷＩ＝４５付近

で標商差３０()ｍ以上にわたって,、なり，混生地域ではiIlIj

種が共優占する（'11中．１９８６；Sugita，1992)。lI1lj極が形

成する優占林のfﾉ:地をみると，緩斜1ｍから急斜面、尾根

地にもおよび''1冊広い（栗田，l983b)。

いつぽう，年平均最深積雪深１５()cｍ以ﾄﾞとなる本州太

平洋側の駆動ｒｌｌｌ岳では，TIIi高''1帯でシラベとオオシラビ

ソ（前1{ｌ・ｌＩ)崎，１９５１；前''１，１９５８；Franklinｇ／〃ﾉ.，

1979；架111,1983a)，111地帯でブナ(栗'11,1983ａ；野寄・

奥富，1990）が優占林をつくるが，これら優占林の飛111：

分布は完令には爪ならない(架'11,1983ｂ；山''１，１９８６)。

具体的には､媒41i蔭'11岳のＷＩ＝４５付近では.これら優,!i林
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の分布は緩斜面に限られ，洲･塊地，尾根筋，急斜面で､は

分布が空''１となる（栗山，l983b)。

バラモミ節４種がオオシラビソ，シラベブナとほと

んど共存しない（Table２）ことは、バラモミ節４種がこ

れら３樹仰によって競争的排除を受けていることを示し

ている。その結果，本州におけるバラモミ節４種の分布

域は，これら３樹種の分布限界となる寡雪111岳のＷＩ＝

４５付近に狭められ，さらにそこでも緩斜面以外の立地に

制限されているものと推察される。

事実,本州寡雪山岳のＷＩ＝４５付近では,バラモミ節４

種は，おもに岩塊地や岩尾根に唯青する。秩父山地のイ

ラモミ（前川･島崎，1951)，八ヶ岳のヤツガタケトウ上

(横内ばか，1966)、、早池峰山のアカエゾマツ(Ishizuka，

1961；戸沢，1986）は，岩塊地に生育している。本州の

バラモミ節の生育立地が全般的に岩塊地や岩尾根で､ある

ことは、それらとの主要混交樹種（Table２）が亜高山帯

の消塊地や岩尾根に出現するコメツガ（今Ilq，１９３７；前

田，１９５８；舘脇ほか，１９６３；宮脇ほか，１９７１；栗田，

l983b)，クロベ（前出．!(1)崎．１９５１；Franklinααﾉ.，

1979)，カラマツ（栗川，l983a)，チヨウセンゴヨウ

(Franklineraﾉ.，1979)であることからも典付けられる。

本州のバラモミ節４種は，狭められた分布城のなかで

も，さらに他樹種によって分布を制限されている。バラ

モミ節４極は，岩塊地で優,11林をつくることが可能であ

るにもかかわらず，コメツガが混生すると，それによっ

て分布｣,I:を制限される。コメツガが分布しない北海道の

蝋燭一門
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亜商''１帯では，岩塊地でアカエゾマツ優占林が成立する

ことが多い(舘脇，１９４３；松田，1989)。このような岩塊

地に成立するアカエゾマツ優占林の立地環境は，本州Mli

向山帯の岩塊地に成立するコメツガ優占林の立地環境と

大差ない(舘脇ほか，1963)。ところが，アカエゾマツと

コメツガが混生する早池l峰山の岩塊地では，コメツガが

優占し，アカエゾマツは点在するのみである（石塚，

l987b)。これは．アカエゾマツ優占林が成立可能な立地

であっても，そこにコメツガが分布した場合，コメツガ

が優勢になることを示している。本州中部のバラモミ節

３稲も，コメツガが分布しない岩塊地であれば優,l-i林を

つくる（小林，１９３１；遠山，１９６６；横内ほか，1966)。し

かし、アカエゾマツの場合と同様,これらバラモミ節３種

の分布地点にコメツガが混生すると，ほとんどの地点が

コメツガ優占林となる（Table３)。

２）バラモミ節の最終氷期最盛期以後の分布変遷

分布縮小過程：現在におけるバラモミ節４種の分布を

ふまえて，バラモミ節の鼓終氷期品盛期（約35,000-

15,000年前）以後の分布縮小過程について検討する。

バラモミ節の化ｲ｢球果は，西'二|本から北海道南部にか

けての広い地域で､雌終氷期最盛期の堆穣物から産出する

(相馬・辻，1987)。バラモミ節化ｲiの産出地点には標高

()-2()0ｍの地点も多く含まれる（祁馬・辻，１９８７；Suzu‐

ｋｉ，１９９１など）ため，、'1時約80-140ｍの海面低下があっ

た（井関，１９７５；大嶋，1982）としても，バラモミ節は

低地を巾心に連続的に分布していたことになる。分布姑
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のIIIiでは，球果化石と柴化ｲfが多藤することから，バラ

モミ節は皇'1時の低地林で優Ili価であったと考えられる

(辻ほか．１９８４；辻，１９８７；鈴木・吉川、1995)。

しかし，バラモミ節は，晩氷期以降急速に衰退し，現

在の分布に至る。東京都松が|T:辿跡(標高約30ｍ)では，

バラモミ節の大型植物化石とトウヒ展花粉化石は，約

１１，０００年前以前には弊通にI胸'1Iするが，それ以降はほと

んど産出しない（辻ばか，1989)。慨肋県滝根町（標高約

450ｍ)でも同様に，約17,000年前には大型植物化ｲiでバ

ラモミ節が多産するが､少なくとも８５００年前までにはバ

ラモミ節の大型柚物化石．トウヒ鵬花粉はほぼ消滅する

(吉山ほか、1981)。’1本列脇全体で､のトウヒ属花粉の変

遷をみると，約２()､()()０年前には，トウヒ展花粉は西１判ｎ

本から北海道にかけての低地(標間500ｍ以下)で高い割

合を示す（塚IH，1986)。しかし．トウヒ属花粉は，約

10,000年前に本州以南の低地で割合が減り，約６０００年

前には本州の低地でほとんどI猫|}しなくなる（塚|}1,

1986)。

この時期のバラモミ節衰退のlKl大|には，晩氷期以降の

気候のMiH暖化と多諒化があげられる。本州各地でトウヒ

属花粉の減少に伴ってブナ屈やコナラIlIi届の花粉が哨加

する(安Ｈ'’１９７８；塚I+1,1986,1987；守'11,1992など）

ことやブナ属の分布拡大が上ｹＩ.と北｣．､の一ﾉﾉ向でおこっ

た（塚|+1,1987）ことから，バラモミ節の分布城は，温

暖化，特に夏期の械算洲度の湘加によって生育範|j|を広

げたブナ属やコナラIllil風に商標間城や北方へ追し上げら

れる形で縮小した可能性が高い。また，）1111(Yamanaka

glIaﾉ.,1973）や八|幡平（守Ⅱ'’1992）などの現在年平均

最深積雪深150ｃｍをこえる東北地方の多唇';･'11地では,晩

氷期から後氷期初頭にかけての時期にトウヒ属,マツ属，

モミ届，ツガ脇からなる針葉樹林が成立していたが、そ

の後それらの針葉樹林は高標高城に秘伽することなく消

滅する。この主な原凶は．晩氷期以降の多辰時化て､あると

考えられている（Yamanakaｅ/αﾉ.,１９７３；石塚，1978,

1987ａ；杉l}１，１９９０)。

約４０００年前以降には気候がｌＩｊび冷涼化したため、本

州のバラモミ節は淵度環境のｌｉｌｉからはｌＩｊび分布拡大でき

た可能性があったが，現実には拡大できなかった。現在

よりも温暖であった約６０００年前にマツ科針葉樹花粉は

全|玉l的に減少するが，約４０００年前以降現在にかけて山

岳域でＷび出現割合を増す(塚''1,1987)。しかし，この

時期の東北地方では，おもにモミ届花粉(オオシラビソ）

が増加し(辻ほか,１９８３；守川，1984,1985a,1987,1992)、

トウヒ属花粉は出現したとしても全く榊加しない（辻ほ

か，１９８３；守H1,1992)。呪イビバラモミ節が分布する本州

''１部の入笠'11でも，約４０()()年前以降の時期にマツ科針

葉樹花粉の増加が認められるが，ツガ属柁粉(コメツガ）

が優勢に増加し，トウヒ属花粉の割合はほとんど変化し

ない(Morita，l985b)。本州のバラモミ節は，約４０００年

前以降，山岳城で縮小した個体群をもとに分布拡大する

可能性があったが，分布拡大が圧倒的であったオオシラ

ビソなどの琉高山性針葉樹他種によって，TlIi高111帯域へ

の分布拡大を阻止されたと考えられる。そして，それに

伴って絶滅した地域もさらに増えたと考えられる。

結果として，本州のバラモミ節は，オオシラビソ．シ

ラベとブナの分布拡大がおよばなかった寡雪山岳，

ＷＩ＝４５付近の岩塊地に集中して残存し，そこでもなお

かつコメツガによって分布量を制限されるに至ったと考

えられる。いつぽう，北海道では，制限要因４種の分布

拡大が及ばなかったために，アカエゾマツは多雪111岳に

も残存でき，亜高'11帯に分布拡大できたと考えられる。

分布縮小に伴う形態変化：最終氷期最機期のＨ本列島

に広く分布したバラモミ節は，ひとつの種を構成してい

たと考えられる。最終氷期産バラモミ節の球果形態の変

異は，連続的で現生アカエゾマツ球果の変異にほぼ含ま

れる（Fig.４）ため，同種内の変異とみなせる。さらに，

当時のバラモミ節の分布が広域的かつ連続的であったこ

とを考慮しても，それらはひとつの種であった可能性が

,ＨＪい。

バラモミ節は，晩氷期以降に分布城が分|新・綿i小する

過程で，隔離された地域ごとに形態変化をおこしたと考

えられる。現生バラモミ節４種の球果形態の変異は連続

する（Fig.４)。現生バラモミ節の分類では，球果形態の

ほかに若枝の毛の有無が重視されるが（林，１９６０；Far‐

jon,１９９０；清水、1992)．若枝の形質を併用しても４稀を

完全には分けられない(林，1960)。現生バラモミ節４種

は，分布環境が類似するうえに，形態変異が連続する。

これらのことは,４種の類縁性が高く，分化した時代が新

しいことを示唆する。

最終氷期最盛期以降の分布変遷：以上をまとめると．

パラモミ節の最終氷期爺盛期以降の分布変遷はつぎのよ

うにおきたと考えられる。１)約35,000年前から15,000

年前の最終氷期最盛期には，現生のアカェゾマツに似た

形態をもつバラモミ節個体群が日本列島の低地に広く連

続的に分布した。２)気候が温暖・多雪化した晩氷期から

後氷期半ば（約６０００年前）にかけての時期には、バラモ

ミ節個体群は，ブナなどの落葉広葉樹類によって商標高

城や北方へ分布域を押し上げられ，また，多雪化が箸し

かった地域では絶滅した。その結果，バラモミ節個体群

の分布域は分断・縮小した。３)約４０００年前から現在に

至る冷涼期には，バラモミ節は再び分布拡大で､きた口1能

性があったが，現実にはオオシラピソ，シラベコメツ
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ガの分布拡大の方が圧倒的であったため、それらによっ

て現在の本州亜高'11帯域への分布拡大を阻止された。４）

ブナ，オオシラピソ、シラベコメツガの分布拡大が及

ばなかった北海道では，低地でも分njできる冷涼な気候

であったこともあって，バラモミ節個体群の分布域は分

断・縮小せず，個体群の形態はほぼそのまま維持され

た。しかし，分布城が符しく分断・縮小した本州の山岳

では、バラモミ節佃体群の形態は，隔離と近親交配に

よって山岳ごとに変化した。
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